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新経営計画「Ｓｐａｒｋｌｅ １２５th」の策定について 

 

 

 阿波銀行（頭取 岡田好史）では、５年後の１２５周年に向けた新経営計画 

「Ｓｐａｒｋｌｅ １２５th」の第１フェーズとなる３ヵ年計画を策定いたしましたので、概要を別紙

のとおりお知らせいたします。 

 

以 上 

 

 

 

山  下  真  弘 
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平成２８年４月 ～ 平成３１年３月（第１フェーズ３ヵ年）

規模効率トップ５の銀行

【 テ ー マ 】

【 計画期間 】

【 経営目標 】

【 基本戦略 】 永代取引のＳＩＮＫＡ ～進化そして真価～

【 名 称 】

新経営計画

Ｓｐａｒｋｌｅ １２５th

～ 地域密着一等星銀行へ ～

Ｓｐａｒｋｌｅ（スパークル） ：煌めき、輝き、活気
一等星 ：自分自身で光り輝く恒星の中で最も明るい星
永代取引 ：目先の短期的な利益を求めるのではなく、世代を超えた息の永い取引を継続し、永続的な発展に

寄与していくという当行の伝統的営業方針

地域密着一等星銀行へ

※「Ｓｐａｒｋｌｅ １２５th」の期間は５年間（平成28年４月１日～平成33年３月31日） であるが、
環境変化に機動的に対応していくため、３年計画を１年毎に見直すローリング方式を採用。

 

平成３３年６月

規模効率トップ５の銀行

創業１２５周年

職員がいきいきと仕事をし、
当行で働くことにやりがいと

誇りを持ち続けている

【地域社会】

地方創生への積極的な取組みで、
新たな産業・サービスが興り、
魅力溢れる“まち”づくりを

サポートしている

【 長期ビジョン 】

「卓越した価値を提供し、地域とお客さまの良きパートナーとなる」

第１フェーズ 平成２８年４月～平成３１年３月

第２フェーズ 平成２９年４月～平成３２年３月

※環境変化に対応するため１年毎に見直すローリング方式を採用

第３フェーズ 平成３０年４月～平成３３年３月

永代取引のＳＩＮＫＡ ～進化そして真価～

コンプライアンス態勢の強化リスク管理態勢の高度化ガバナンスの高度化

攻めのＧＲＣ態勢

【 基本戦略 】

事業性評価
付加価値営業

ファミリーサポート

の強化
地方創生への
積極的な取組み

ネットワーク
の活用と拡大

ヒトとチャネル
の融合

人材と組織
の強化

【お客さま】

お客さまの事業やニーズ等を
誰よりも理解し、期待を超える価値を

タイムリーに提供している

【職 員】

地域密着一等星銀行へ

長期ビジョン、基本戦略
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地域密着一等星銀行へ

地方銀行の中で規模効率トップ５の銀行をめざす

攻めのGRC態勢

ガバナンスの高度化 リスク管理態勢の高度化 コンプライアンス態勢の強化

持続的ＲＯＥ経営の実践

内部監査態勢の高度化

業務継続態勢の強化

持続的な有価証券関係損益等の計上

ストレステストの充実

潜在リスクの削減に向けた取組の強化

顧客保護・情報管理態勢の強化

事故等の未然防止態勢の強化

法制度・規制改正への能動的対応

永代取引のＳＩＮＫＡ ～進化と真価～

適正な事業性評価と真の経営課題の把握
県外営業人員の増員
新マーケットでの融資推進
国際ビジネスの強化
ライフステージに応じたソリューションの提供

地方創生ファンド等を活用した経営支援
行政・大学・研究機関等との連携強化
６次産業化、観光客増加に向けた支援強化
企業誘致、海外展開の支援強化
子育て世帯、女性就業者への支援強化

独自性のあるオムニチャネルの構築
営業支援システムの活用による情報連携
フィンテックの活用
お客さまの潜在ニーズを実現するオーダーメイド
の価値提供

預かり資産営業の推進強化
無担保個人ローンの推進強化
非対面チャネルの機能拡充
富裕者・高齢者向け商品・サービスの充実
相続ソリューション営業の強化

事業性評価力、法人営業力の強化
専門資格取得者の増加
女性行員、シニア嘱託、業務職の活躍推進
ＣＩＳ向上運動の徹底推進
女性活躍ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「AWA dONNA」活動の強化

主要施策の概要

事業性評価
付加価値営業

ファミリーサポート
の強化

ヒトとチャネル
の融合

地方創生への
積極的な取組み

ネットワーク
の活用と拡大

人材と組織
の強化

広域ネットワークを活用したビジネスマッチング
の強化

■ あわぎんグループの連携強化と総合力発揮
外部提携先の活用・拡大

■ 情報共有サイトの徹底活用と高度化

 

 

地域密着一等星銀行へ

経営目標
（第１フェーズ）

平成31年３月期目標
（最終年度）

平成33年３月期目標

修正ＯＨＲ ６０％未満 ５７％未満

当期純利益ＲＯＡ ０．４％以上 ０．４％以上

ＲＯＥ ５％以上 ５％以上

株主還元率 ４０％以上 ４０％以上

経営目標
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